
－∴　　　　　　　　　　　　　　　　＼ �1‡ 「：皇薗「 ／憶 l ≡三重∴「－ 
Ⅷ葵r葛Tl翰＼ 十「∴　　　一　∴ 

十∴ 　　享／／二 1 ㌦言開日日畠・’ 

血堕、里韮墜 

新生『子とも鮒）』どう 昨日は、お母さんと映画 ����I だった？鵬 を2本 卜らバク’ ラメンOi売 捌むむ∴8回1線 三m：∴「∴∴し．∴ 
藍＼、i蒸、 

もめたんだ。今日は、朝ガ 

1 �仁子曙、ご ∴∴一∴∴∴ ÷∴∴一「∴ 遥／塾 �一ゴルフをして昼からは 
コショーや『王様の冠』 

三lてフワフワキャプテンキッ 勇、回も入っらやったんだ。と 　ヽ＿ 

（一陵駕鯵 

∴∴言　∴∴；∴ 

● 亘理＼ 二二蕊／、 　∴∴ �∴∴∴ “J ‾頴へ／∴ 　馬 ���＼六一＼o �IC〉 　e＼ ∵∴璃／lIl �） －∴ ∴∴ ∴：∴∴子 ら ：∴、∴∴ 

養，、＿ † �l繋議／塁 ���� � 

雪轟議題鶉 ��� 
調▲一書葦 �　‾÷蕊＼・二ゝ 饗駿1－悪寒‾＼誌‾ ��当字i �錠二三 � � ∴　工∴「「　．∴し＿＿ ���十∴ � � 

∴・‥二十・：∴‘二°
No483
平成2年

月25日号



曇輩墓輩輩
お
馳
㊧
憧

第
5
回

「
障
害
児
・
者
と
共
に

生
き
る
文
化
祭
典
」

障
害
を
持
っ
た
人
々
も
様
々
な
夢
を

持
っ
て
い
ま
す
。
就
学
、
就
職
、
鮨
姫

余
暇
…
…
・
・
。
そ
ん
な
夢
を
ス
テ
ー
ジ

中
心
に
多
く
の
人
た
ち
と
共
に
高
ら
か

に
謳
い
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
文
化
祭
典

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
遠
賀
町

か
ら
も
「
さ
く
ら
会
」
が
石
け
ん
と
た

け
の
こ
の
バ
ザ
ー
で
参
加
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
、
是
非
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
日
時
）
6
月
的
日
（
日
）
午
前
1
0
時

～
1
6
時
●
会
場
）
宗
像
市
勤
労
者
体
育

館
●
内
容
）
陸
曹
児
・
者
個
人
に
よ
る

意
見
発
表
や
演
劇
、
合
唱
や
展
示
、
バ

ザ
ー
、
屋
台
な
ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
催

し
が
あ
り
ま
す
。

6
月
は

児
童
手
当
の
月
で
す
。

●
現
況
月

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人

は
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

役
場
福
祉
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
六
月
分
か
ら

の
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
、
前
年
度
所
得
オ
ー
バ

ー
で
支
給
停
止
に
な
っ
た
人
も
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
聴
定
請
求

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
宋
請
求
の
人

は
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
受
姶
資
格

昭
和
5
0
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
児
童
を
含
む
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
2

人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、

自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
監
護

し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

一
定
額
以
上
の
人
は
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
支
鈴
頬

2
人
目
の
児
童
に
は
、
月
額
2
、
5

0
0
円
、
3
人
目
以
降
は
月
額
5
、
0

0
0
円
が
義
務
教
育
就
学
ま
で
支
給
き

れ
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
役
場
福
祉
係
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
l
月

1
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
前
住
所

地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

人
権
精
機
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

6
月
1
日
は
、
4
1
年
前
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
6

月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
に
は
町
長
か
ら
推
碍
さ
れ

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権

擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

◎
虫
生
淳
　
持
山
中
重

◎
広
　
渡
　
田
代
勝
次

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
掻
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
い
政
治
こ
の
〓
赤
が
左
右
す
る

参
議
院
福
岡
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙

′
投
票
日
　
平
成
2
年
6
月
1
0
日
（
日
）

′
投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

満
約
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
選
挙

権
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
投
票
す
る

に
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

①
昭
和
4
5
年
6
月
Ⅱ
日
以
前
に
生
ま
れ

た人。

⑧
平
成
2
年
2
月
絃
日
か
ら
引
き
続
き

遠
賀
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
民
基

本
台
帳
（
住
民
票
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
。

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ

の
う
え
捜
索
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑧
遠
賀
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
人

⑦
5
月
幻
日
ま
で
に
町
内
で
転
居
し

た
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
新
し
い
住
所
地
（
転
居

先
）
で
投
票
し
ま
す
。

④
5
月
2
1
日
以
降
に
町
内
で
転
居
し

た
人
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
前
の
住
所
地
で
投
票
し
ま

す。

選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
人
で
も

住
所
が
変
わ
る
と
そ
の
届
け
出
を
し
た

日
に
よ
っ
て
投
票
す
る
場
所
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

①
町
外
か
ら
糎
大
し
た
人

平
成
2
年
2
月
鑓
日
以
降
に
遠
賀
町

内
に
転
入
し
た
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
前
の
住
所
地
で
投
票

投
票
日
に
仕
事
な
ど
「
や
む
を
得
な

い
串
情
」
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

（
投
票
当
日
の
毀
票
の
時
間
は
、
午
前

7
時
か
ら
午
後
6
時
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
時
間
帯
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
）
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

期
間
　
平
成
2
年
5
月
線
日

～
平
成
2
年
6
月
9
日

時
間
　
午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時

場
所
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
　
＼
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第1枝葉区 �第1投票所 �島津、若松、鬼津、尾崎、田園、松ノ木、 
別府の一部（緑光義等）、広渡の一部（遺言） 

第2投票区 �第2投票所 �広渡（一部を除く）、遠賀川、新町、中央、 
今古賀、旧偉、別府（一部を除く） 
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回

諺
∴
紀

平
成
2
年
度

福
岡
県
保
母
賦
鹸

●
賦
鹸
期
日
）
8
月
1
日
（
水
）
～
8

月
3
日
（
金
）
の
3
日
間
●
会
場
）
第

一
保
育
短
期
大
学
及
び
第
一
経
済
大
学

●
受
付
細
面
）
6
月
8
日
（
金
）
～
6

月
約
日
（
火
）
●
提
出
先
）
遠
賀
福
祉

事
務
所
（
八
幡
西
区
則
松
3
丁
目
7
番

l
号
）
℡
（
6
0
1
）
2
1
2
1
●
要

録
・
順
番
の
配
布
）
6
月
1
日
よ
り
遠

賀
福
祉
碧
落
所
で
行
い
ま
す
。

困
平
成
2
年
度

調
理
師
拭
験

●
賦
成
員
）
7
月
溢
日
（
水
）
午
後
1

時
か
ら
3
時
ま
で
●
賦
輸
会
場
）
西
南

学
院
大
学
か
九
州
歯
科
大
学
の
い
ず
れ

か
希
望
さ
れ
る
受
験
地
●
隻
鹸
資
格
）

学
校
教
育
法
第
紳
条
に
規
定
す
る
人
で

2
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
軍
し
た
人

●
受
付
調
蘭
）
6
月
4
日
（
月
）
～
6

月
8
日
（
金
）
※
願
書
は
遠
賀
保
健
所

に
用
意
し
て
い
ま
す
●
申
し
込
a
・
同

い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町

大
字
吉
田
宇
麻
生
開
2
3
6
3
－
1
8
℡

2
0
1
－
4
1
6
1
）

真
鶴
散
歩
の
お
知
ら
せ

－
郷
土
文
化
研
究
会
－

初
夏
の
関
門
海
峡
を
ゆ
っ
く
り
ウ
ォ

ー
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
）
6
月
7
日
（
木
）
午
前
8
時

～
●
集
合
場
所
）
遠
賀
川
駅
前
広
場
●

コ
ー
ス
）
8
時
3
1
分
遠
賀
川
発
－
門
司

港
下
草
－
渡
船
－
イ
ギ
リ
ス
旧
領
事
館

－
亀
山
八
幡
－
安
徳
天
皇
陵
－
ト
ン
ネ

ル
ー
和
布
刈
－
串
宗
八
幡
－
門
司
港
－

遠
賀
川
帰
着
午
後
5
時
●
そ
の
他
）
交

通
費
・
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
徒
歩
行
程
は
5
．
9
で
雨
天
の

場
合
は
中
止
で
す
。
（
申
し
込
み
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ
先
）
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
ま
で
℡
（
2
9
3
）
1
5
3
9

遠
賀
町
長
杯
争
奪

七
夕
祭
り
ゴ
ル
フ
大
会

－
チ
サ
ン
サ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀
－

●
日
時
）
8
月
7
日
（
火
）
●
場
所
）

チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀
●
厳

技
方
法
）
1
8
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
●
ハ
ン
デ
ィ
計
算
）
新
ペ
リ
ア
方

式
●
料
金
）
メ
ン
バ
ー
8
、
7
0
0
円

ビ
ジ
タ
ー
1
1
、
7
0
0
円
（
I
R
プ

レ
ー
代
・
参
加
料
込
・
消
費
税
別
）
※

た
だ
し
、
重
責
町
在
住
ま
た
は
、
町
内

に
お
勤
め
の
人
は
、
メ
ン
バ
ー
料
金
で

プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
●
表
影
）
優
勝
、

準
優
勝
、
レ
デ
ィ
ー
ス
優
勝
、
シ
ニ
ア

貰
、
B
B
賞
、
B
G
賞
な
ど
●
申
込
み
・

闘
い
合
わ
せ
先
）
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
遠
賀
℡
（
2
9
3
）
2
4
1
1

（
鳳
凰
倒
閣
聞
∪

革
工
芸
展

●
展
示
期
間
）
5
月
8
日
（
火
）
～
6

月
0
0
日
（
土
）
●
出
品
数
）
会
員
1
0
人

ほ
ど
に
よ
り
畑
点
余
り
の
作
品
●
代
表

蕃
）
宮
本
利
子
℡
（
2
9
3
）
4
4
6
1

／
　
（
役
場
2
階
第
3
会
議
室
）

詳
し
く
は
、
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
貝
会

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

遠
賀
町
で
は
投
票
区
を
4
つ
に
分
け

投
票
所
を
第
1
か
ら
第
4
ま
で
4
投
票

所
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
各
投
票
区

の
区
域
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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あをえの愛の虚しょうを 
分けてください。 ��鴫 

小林， ��2 

400　で1舘き ●● ��5 3 

献血で健康チェック 
献血された皆さんに、健康管理に役立てていただくため、血液中 の酵素量、蛋白昌、コレステロール重などの検査を行ない結果をお 

◆平成2年度献血実施日 知らせしています。この検査では、あなたの肝臓、腎臓など内職穣 

能の働きを知ることができますo　　　　　　　　　　　　　実施日　　時　間　　場　所 
この練を参考に今後の鞭醐こお役立ててください0　　　6月19日（火）10時～16時、讃町役場前 

、具昼　又刷 新しいタイプの成分献血は　　　9刷9日（水）1時～16時遠賀町役場前 

体にやさしい献血です。　12月19日（水）10時～1時　遠賀町役場前 

今年度より従来の献血（200同・400ml）に加えて新しい献血方法　3月19日（火）10時－16時遠賀町役場前 の成分献血を実施します。 

成分献血とは、血しょう部分だけを献血し、そのほかは体内（こ返　◆成分献血時間割り当て表 血する方法です。 

血しょうは、出血多重などによるショック状態から命を守るとき　　　時　間　人数　時　間　人数i 
や、免疫を正常に戻すとざ出血が止まらないときなどに、とても10：00－11：004人14：00－15：004人 大切な役割を果たしています。 

髄、全国的にこの血しょうが不足していますので、ぜひ、ご協　11・00－12・00　4人15・00－16・00　4人 

力ください。なお、血しょうは、私たちの体内で毎日大畠に作られ　　13：00－14：00　4人 �� 

ています。成分献血後、血しょうは1週間でもとに戻りますので体 には何の影響もありません。成分献血に協力いただける人は申し出　　／－）－ie 

をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　r／詔■ぎ軒 
′対∴震18歳から64歳までの人で、男女とも体重が5咽以上の　霊＿。＿、昂」で＝茎」　　で／へ‾ 

人（髄の献血舶00mの場合は穀とも2カ月を越え　　喜一事全量　・　　重宝三㌦∴，＼、、＼／・ 
ていることoまた400鵬の場合は・第3カ月、女4カ月　　　　　一　義　　‾）／ 

を越えていること。）　　　　　　　　　　　　　　一　一日＼言霊　一山 

′申し出先　6割1日（月）までに保健衛生係審（293）1234へご連絡　　　　　　　　　ミ㌢‾‾‾‾ 

ください。 

200同・400ml献血同様に新しい献血方法の成分献血もよろしくお　“∴三三　　　　　　　　　　一 

願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ill：ミ苧 
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